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1．ং

1��1ɹຊڀݚの໨త

　ブラック・マウンテン・カレッジ（Black Mountain College、

以下 BMC）は、ถノース・カロライナभに 1933 年から 1957

年まで開設されていたリベラルアーπの実験的プログラムを実

ફした自由学ߍである。ジョセフ（Josef Albers, 1888-1976）、

アニ（Anni Albers, 1899-1994）・アルバース夫࠺によってバ

ウϋウスࣜの教育が持ち込まれたほか、体験型カリキュラムや

Ն期ߨ座をا画し、ナνスの圧力と第ೋ次ੈ界大ઓのઓՐから

逃れたϤーロッパのҠຽアーティストや時代の先಄を૸るアメ

リカのएい作Ոたちを教授ਞにܴえ、ロバート・ラウシΣンバ

ーグ（Robert Rauschenberg, 1925-2008）ら著名な作Ոをഐ出

した。

　アメリカのઓ後現代美術やデザインの発展に大きなݙߩを果

たした同ߍの教育実体を知ることは、日本の美術大学における

教育を再考する上において非常に有意ٛである。しかしながら、

BMC の教育プログラムについて書かれた著作物はアメリカで

も少なく、日本においてはఱ֋ٛ教氏（ळ田ެ立美術大学教

授）らの論考がいくつかあるに過͗ない。BMC の芸術教育の

詳ࡉを知ることが本研究の第一の目的である。

1��2ɹظڀݚ間ͱௐࠪ

　本研究は現஍視࡯ௐࠪおよび現஍研究機関の協力による資料

ௐࠪがओな研究方法となる。しかし、研究採୒期間（2020-23

年度。コロナՒによる 1 年持ちӽしを含む）が新型コロナウイ

ルス感છ๷止によるւ外渡ߤ制限期間と重なったため、ॆ分な

現஍ௐࠪを行うことができなかった。そういった状گ下におい

て、2021 年 10 月よりจ化ிの新進芸術Ու外研म制度の研म

һとしてニューϤーク在ॅとなったۚ井が、Ҡ動やެ開の制限

のなかで可能な限りの現஍ௐࠪを行った。また、໦下とӬ原は、

渡ߤ制限が؇࿨された 2022 年 10 月 29 日から 11 月 6 日にかけ

てアッシュビル、ブラック・マウンテンおよびニューϤークに

おいて଺在ௐࠪを実ࢪした。

　ओなௐࠪ先は、資料ௐࠪとしてノース・カロライナभ立アー

カイヴス੢部஍域ؗ（Western Regional Archives, State Ar�

chives of North Carolina, 以下 WRA）、ブラック・マウンテ

ン・カレッジ美術ؗ＋アーπセンター（Black Moutain Col�

lege Museum＋Arts Center、以下 BMCM）、アッシュビル美

術ؗ（Ashevill Art Museum）、ブラック・マウンテン・アー

トセンター（Black Mountain Art Center）、ニューϤークެ共

図書ؗ（New York Public Library）等。実஍ௐࠪとして、開

・஍であるクリスνャン・カンファレンスセンター（現ߍ

YMCA Blue Ridge Assembly）とエデンބキャンパス（現・

Camp Rockmont）である。

［共同研究報告］

ϒラοクɾϚ΢ンςンɾΧϨοジ
に͓͚るܳज़ڭҭのଟ֯తڀݚ

Ӭ࢙߁ݪ

ۚҪ ֶ

໦Լࢠژ
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ૉࡐの実験室」展（2003 年 7 月 29 日-11 月 5 日、DIC 川ଜ記

೦美術ؗ）カタログ（ਫ੠社）で発表したため、本稿にはۚ井、

໦下のௐࠪ報告をࡌܝした。

（Ӭ原康࢙）

2．μンεおよͼύϑΥーϛンάɾアーπにお͚るྖҬԣஅత

ͳܳज़࣮ફڭҭにؔ͢るࢿྉௐࠪͱ࡯ߟ

2��1ɹௐࠪڀݚのഎܠ

　池上༟子がड़べているように、20 ੈ紀美術を֓観するݴ説

において「第 2 次ੈ界大ઓをܖ機に、ੈ界美術の中৺はパリか

らニューϤーク΁とҠ行し
（1）

た」というओ張はおしなべて一般的

なものである。このҠ行の৅徴として、例えば 1964 年のロバ

ート・ラウシΣンバーグのヴΣネπィア・ビエンナーレのࠃ際

ֆ画大賞受賞が位置付けられるが、しかしվめてݴうまでもな

く、このようなҠ行は୯線的になされたものではない。そのҠ

行のഎܠには 1913 年のアーモリー・ショーにおけるԤभの前

Ӵ芸術の紹介やその後のニューϤーク・ダダの結成、ιーシャ

ル・リアリズムやリージョナリズムのོڵと、߄ڪや WPA を

എܠとしたその加速、抽৅表現ओٛのຄڵからミニマリズムま

でのٸ速な発展、そしてポスト・ミニマリズムからの現代美術

΁、様々な出来事のめま͙るしい展開があるわけだが、とはい

え、これもまた常にࢦఠされてきたことである。

　このような、次々と新たな芸術実ફの形ࣜが現れる 20 ੈ紀

のアメリカ美術の展開について考࡯することは、美術作品の制

作者にとって―つまりまだ見͵新たな芸術実ફのあり方を探

味深いことであるが、この中でもとりڵ―する者にとってٻ

わけڵ味をҾかれるのは 1960 年代後൒から 1970 年代にかけて

生じる、いわΏるミニマリズムからポスト・ミニマリズム΁の

展開についてである。

　なͥならその展開の中核には、ࠣか理解し難い事ฑがあるか

らである。もっとも、ミニマリズムとポスト・ミニマリズムに

ついてここで詳ड़するࢴ෯の༨༟はない。ここでは、ひとまず

ミニマリズムをマイケル・フリード（Michael Fried, 1939-）

が bArt and O
（2）

bjecthood` においてࢦఠしたような意味での「リ

テラリズム」―すなわちクレメント・グリーンバーグ

（Clement Greenberg, 1909-1994）がओ張したような抽৅表現

ओٛ的イデアの७化、ݴ׵すれば既ଘの芸術形ࣜ（ֆ画やூࠁ

など）の།物หূ法的ਖ਼౰性の༴ޢとその本質΁の७ਮؐ元と

いうドグマのจࣈ通りの実体化―を意味するものとして、そ

してポスト・ミニマリズムをこのようなミニマリズム（＝リテ

ラリズム）の原理原ଇにਅっ向から違反（transgress）するよ

うな非఻౷的ૉࡐの使用や芸術形ࣜの୤領域性を特徴とするも

のとして、それぞれ捉えておくにとどめておくことにしよう。

この様な捉え方に基く限りにおいては、ミニマリズムからポス

ト・ミニマリズム΁の展開は比較的୯७なਖ਼反対方向΁のస׵

1��3ɹ#.$にͭいͯ

　BMC は、フロリダのロリンズ大学を教育上の論૪によって

解ޏされたジョン・アンドリュー・ライス（John Andrew 

Rice Jr., 1888-1968）が、൴と行動を共にし、同大学をࣙ৬し

た教һやୀ学した学生たちと始めたリベラルアーπの学ߍであ

る。ライスはݹ典をઐ໳とする進าओٛ教育の論٬で、プラグ

マティズムを代表する఩学者のひとりであるジョン・デューイ

（John Dewey, 1859-1952）のຽओओٛ教育をൣとしていた。

　デューイは、授ۀで༩えられた知識ではなく体験によって身

につく知識を大切にした。同じように BMC でも、体験に重き

をおいた教育プログラムが࿅られていた。それは学໰だけにཹ

まらず、೶作ۀやՈசのੈ࿩、日常のਥ๪౰番など、学生と大

学関係者全һが学ߍӡӦに参加し、学生と教һが同じ学ࣷで共

同生活をӦむຽओओٛの実験でもあった。そしてその中৺に芸

術体験をਾえたのである。

　BMC の活動はいくつかのフΣーズに分けることができる。

第 1 期は、ブルーリッジのクリスνャン・カンファレンスセン

ターをआりて学ߍを構えることができた時期。第 2 期は、ઐ用

のキャンパスをٻめて始めたエデンބキャンパスݐ造プロジΣ

クトの時期（第 2 次ੈ界大ઓと重なる）。第 3 期は、終ઓ後に

GI ビル（ୀ໾܉人援ॿ法によるԸ典）で大੎のୀ໾܉人がや

ってきた時期。この時期が美術࢙的には一番実りが多く、ઓ後

アメリカ美術の๖ժをさまざまにみることができる。その後、

第 4 期では、νャールズ・オルιン（Charles Olson, 1910-

1970）を中৺にจ芸や工芸のӡ動がڵるも、ܦ済的な理由から

ӡӦがࠔ難になりด࠯にࢸる。

1��4ɹௐࠪର৅

　BMC はリベラルアーπの学ߍとしてݹ典、఩学、ྺ࢙、数

学、科学など෯広い領域の教ཆ教育を行っており、その基ૅと

しての芸術教育も、音楽、ֆ画、ூࠁ、デザイン、ԋܶ、ダン

ス、จ芸、工芸、ݐங、ࣸਅ、さらにまだ認知されていなかっ

たパフォーマンス分野など広ൣにわたる。そのため、研究対৅

をߜってௐࠪを進めた。先ड़の BMC の活動期分類にैって説

明する。

　Ӭ原がओに第 1・2 期に展開された「ジョセフ・アルバース

によるリベラルアーπ教育の基ૅとしての芸術教育」について、

ۚ井がઓ後アメリカ美術の๖ժ期にあたる第 3 期の「ダンスお

よびパフォーミング・アーπにおける領域横断的芸術実ફの教

育」について、໦下が第 4 期のなかでも 1952 年に開ߨされた

ಃ芸セミナーにয点を౰て、「༄फӻ、ᖛ田ঙ࢘、バーナー

ド・リーνらによるຽ芸の BMC ΁の影ڹ」について、それぞ

れௐࠪを行った。

　Ӭ原は、その成果としての論考「ブラック・マウンテン・カ

レッジのアルバース」を「ジョセフ・アルバースの授ۀ　色と
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マリズムの制作原理がಋ出され得るかという論理的৚݅につい

て。もう 1 つは 1960 年代のアメリカにおいて、そのような領

域横断的な実験的探究を実際に実行可能なものにした環境的৚

݅についてである。

　本共同研究におけるච者のௐࠪは、この様な໰୊意識の中で、

この 2 つ目の環境的৚݅について検討する中で構想されたもの

である。上ड़の通り、1960 年代൒ばࠒから後にϐンカス = ウ

ィッテンがポスト・ミニマリズムと呼ぶことになる様々な領域

横断的な芸術実ફが現れるわけだが、その発生の環境をḷって

いった時（もちろんその全てのとݴうことはできないが）、い

わΏる「૯合芸術」としてのシアターやパフォーミング・アー

πの領域における、ֆ画やூࠁといった視覚芸術のアーティス

トとの協ಇを通したະ知の芸術形ࣜの૑出の試みという૑造的

環境があったように見受けられると同時に、そこには܁りฦし

現れる特徴的な名前が 2 つあり、そしてその 2 人の領域横断的

芸術実ફの道ఔをさらにḪ行してくと BMC にḷりணくからで

ある。

　その 2 人とは、ެࢲ共にパートナーであったジョン・ケージ

（JohnçCage,ç1912-1992）とマース・カニングϋム（Mercier 

‶Merce" Philip Cunningham, 1919-2009）である。2 人の名前

は 1960 年代のシアターやパフォーミング・アーπにおける領

域横断的実ફの試みの場にස出し、そして先にポスト・ミニマ

リズムに関連してあげられたアーティストたちの一部はその場

に深く関わっている。例えばモリスは、ྑく知られているよう

に、൴が 1950 年代に੢ւ؛で過ごしていた時から౰時のパー

トナーであったシモーψ・フォルティ（Simone Forti, 1935-）

を通じてパフォーミング・アーπにڵ味を持っていたためニュ

ーϤークにసډする 1950 年代຤にはジョン・ケージとすでに

知己の関係にあり、さらに൴が 1960 年代初಄に深く関わるこ

ととなるジャドιン・ダンス・シアターも、そもそもはカニン

グϋムのダンス・クラスから೿生したものである。またステラ

は、1962 年にラウシΣンバーグやニキ・ド・サンファル

（Niki de Saint Phalle, 1930-2002）、ジャン・ティンήリー

（Jean Tinguely, 1925-1991）らが中৺となってا画し、カニン

グϋムが芸術؂ಜを຿めた、視覚芸術やԋܶ、ݐ、ࢻஙといっ

た領域を横断するようなパフォーマンス作品《The Construc�

tion of Boston》にパフォーマーの 1 人として参加しており、

加えて 1967 年にはマース・カニングϋム・ダンス・カンパニ

ーの作品《Scramble》のためにコスνュームと෣୆装置のデ

ザインも行っている。さらに付ݴすれば、1960 年代の領域横

断的な実験的芸術実ફを৅徴する 1966 年の఻説的なパフォー

マンス・イベント「9 つの༦べ―ԋܶとエンジニアリング」

は、ラウシΣンバーグや科学者のビリー・クルーヴァー（Billy 

Kluver, 1927-2004）らが結成したʪExperiments in Art and 

Technologyʫによってا画されたものであるが、ここにもケ

として理解してྑい様に思われる。

　先に「ࠣか理解し難い」とड़べたのは、実のところ、これが

୯७なస׵とはݴい難いからである。理解のし難さは、「ポス

ト・ミニマリズム」を造語したロバート・ϐンカス = ウィッテ

ン（Robert Pincus-Witten, 1935-2018）がࢦఠしているように、

エヴァ・ϔス（Eva Hesse, 1936-1970）やロバート・モリス

（Robert Morris, 1931-2018）、ロバート・スミッιン（Robert 

Smithson, 1938-1973）といったポスト・ミニマリズムのアー

ティストたちが 1960 年代後൒に展開した制作活動は、「アン

ν・ミニマリズム」という୯७な反発ではなく、むしろ「ミニ

マリズムが可能ならしめたも
（3）

の」から生まれた「新たな解

ܾ
（4）

策」としてҝされたことに起Ҽする。実際、ྑく知られてい

るように、モリスもスミッιンも 60 年代൒ばにはいかにもミ

ニマリズムવとした作品を発表しており、エヴァ・ϔスもまた

1960 年代初಄までは抽৅表現ओٛの影ڹをڧく受けたֆ画作

品を制作している。あるいは《Black Paintings》シリーズに

おいてֆ画形ࣜにおけるグリーンバーグ的७ਮؐ元を理論上実

現し、一般にミニマリズムを代表するアーティストの一人とし

て認識されているフランク・ステラ（Frank Stella, 1936-）の

制作活動もまた、1960 年代後൒にはミニマリズムからの明ら

かなҳ୤を見せ、一般にポスト・ミニマリズムのアーティスト

と認識されることは少ないとはいえ、1970 年代には自らをミ

ニマリズムの対極に位置する者として「マキシマリスト」とশ

するなど、他のポスト・ミニマリズムのアーティストたちと類

似した道ےをḷっている。

　要するにポスト・ミニマリズムを代表するアーティストのう

ち少なくない数が、そもそも抽৅表現ओٛやその継ঝとしての

ミニマリズムの影ڹ下において出発し、その後、ポスト・ミニ

マリズム΁とある種のస向を行ったものが、このస׵だと考え

られるのだ。໰୊は、このస向が論理的にはかなりアクロバテ

ィックなものとݴわざるを得ないことである。܁りฦせば、ミ

ニマリズムをリテラリズムの芸術として理解する限りにおいて、

それはֆ画やூࠁといった形ࣜのหূ法的ਖ਼౰性にґڌし、そ

の形ࣜ的本質΁の७化を原理として࢈出されるものである。ै

ってֆ画やூࠁといった།物หূ法的にಋ出された芸術形ࣜの

外ԑを༹解させるような領域横断的な視座から、工ۀ੡品や自

વ物といった新たなૉࡐを用い、空間的な広がりや時間的広が

り΁と拡散していくような「新たな芸術形ࣜ」の૑出を目ࢦそ

うとするポスト・ミニマリズムの芸術実ફとはࠜ本的に相༰れ

ないはずなのだ。

　ࠜ本的に相༰れないにかかわらず、それでもస向が生じたの

であれば、検討されなければならないのは「何がそのస向を可

能ならしめたのか」というస向の৚݅であろう。また、その৚

݅は 2 つの側面から検討される必要があるかもしれない。1 つ

は、いかにしてミニマリズムの原理から内ഁ的にポスト・ミニ
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リキュラムに関する一次資料にয点を౰て、その中でダンスや

パフォーミング・アーπ領域横断的教育内༰がどのように記ड़

されているかを༏先的に収集することを試みることとした。ま

た補଍的、WRA に収蔵されているデュバーマンやϋリスが

BMC に関するௐࠪを行った際に収集されたインタビューや、

BMC 関係者からدଃされた資料等についても可能な限りௐࠪ

を行うこととした。

2��3ɹௐࠪ೔ఔ

　ච者は 2021 年 10 月-2022 年 9 月まで、จ化ிの新進芸術Ո

ւ外研म制度の研मһとしてニューϤークに଺在していたため、

WRA でのアーカイヴス資料ௐࠪはこの期間に実ࢪすることと

なった。WRA には膨大な BMC 関連のアーカイヴス資料が収

蔵されている一方、༧ࢉの関係からௐࠪのためにノース・カロ

ライナभに଺在できる日数が限られる上、新型コロナウイルス

感છ঱の影ڹにより WRA の開ؗ時間にも一部制限があったこ

とから、より効率的な資料収集を行うことを目的としてௐࠪ期

間を 2 回に分け、WRA でのௐࠪ期間中はアーカイヴス資料の

複ࣸによる収集を集中的に行い、それをニューϤークに持ち帰

って੔理とಡ解を行う方਑を立て、このセットを 2 回܁りฦす

こととした。

　第 1 回目のௐࠪは 2021 年 11 月 16 日から 11 月 19 日までの

3 ധ 4 日の日ఔで行った。ニューϤーク΁౸ணして 1 ϲ月൒ほ

どܦち、Ҿӽし等がམちணき、ච者の個人的状گとして本֨的

なௐࠪを行う準උが੔ったことに加え、通常は一般ެ開されて

いない BMC のエデンބキャンパス（1941 年以߱）のެ開π

アー（図❷）が 11 月 19 日に༧定されたため、これに合わせて

実ࢪすることとなった。また第 2 回目のௐࠪは、新進芸術Ու

外研म制度の࿮組みでච者が別్実ࢪしていたプロジΣクトの

スケジュール༧定と合わせて検討し、2023 年 3 月 20 日から 3

月 25 日の 5 ധ 6 日の日ఔで実ࢪした。

ージとステラの名前を認めることができる。もっともラウシΣ

ンバーグはマース・カニングϋム・ダンス・カンパニーの初代

芸術؂ಜであり、1954 年以߱、密઀な協ಇ関係にあったので

あるから、ケージとカニングϋムが関わる領域横断的な芸術実

ફ環境は 1950 年代から準උされつつあったと考えた方がྑい

だろう。このように考える時、ケージとカニングϋム、そして

ラウシΣンバーグの઀点となった BMC における領域横断的な

芸術実ફに関する教育環境が本ௐࠪ研究における関৺の対৅と

してු上するのである。1953 年の BMC で行われた఻説的な

最初のϋプニング、すなわちダンスや音楽、ࢻ、造形美術とい

った様々な領域の芸術実ફのিಥによって構成される《The�

ater Piece No. 1》は、まさにその৅徴である。

　ではֆ画やூࠁといった芸術領域のห別がڧく作用していた

1940 年代-1950 年代初಄において、BMC では、どのように新

たな芸術形ࣜの探究をࢤ向するような領域横断的な芸術実ફ環

境が準උされ、どのように可能ならしめられたのだろうか。ච

者のௐࠪはこの໰いを८って行われたものである。

2��2ɹௐࠪのର৅ͱํ๏

　もっとも、BMC におけるケージとカニングϋムの活動につ

いては、先にड़べた఻説的《Theater Piece No. 1》等を含めす

でに非常にྑく知られており、マーティン・デュバーマン

（Martin Duberman, 1930-）の Black Mountain An E┼plora⓱

tion in C
（5）

ommunity やメアリー・エマ・ϋリス（Mary Emma 

Harris, 1943-）の The Arts at Black Mountain C
（6）

ollege でも詳

しく紹介されている。しかしこういった఻説的エϐιードが広

く知られる一方で、ケージやカニングϋムが BMC の常ۈ教һ

であったことは 1 度もなく、ਖ਼ࣜに教育に関わったのは 1948

年、1952 年、1953 年のՆߨق座のみであったことがٴݴされ

ることは少ない。本ௐࠪが基づく໰いは「BMC において、ど

のように領域横断的な芸術実ફ環境が準උされたのか」である

のだから、ௐࠪでয点を౰てるべきは特別なՆߨق座の内༰と

いうより、むしろ平常時の美術教育のカリキュラムにおける領

域横断的な芸術実ફの扱い、その中でもとりわけダンスやパフ

ォーミング・アーπにおける領域横断的芸術実ફの教育につい

てである。もちろん、常ۈ教һとしてダンス教育にܞわったエ

リザベス・シュミット・ジΣンナージャーン（Elizabeth 

Schmidt Jennerjahn, 1923-2007）やキャサリン・リッπ（Kath�

erine Ritz, 1912-1978）の取り組みについては BMC に関する

書੶や論จ等の中でこれまでに紹介されていないわけではない。

しかしそのような紹介もケージやカニングϋムの場合と同じく、

؅見の限り平常授ۀの内༰についてはे分に明らかになってい

るとはݴい難い。

　そこで本ௐࠪでは、WRA（図❶）が所蔵する BMC に関連

するアーカイヴス資料を対৅として、その中でも、とりわけカ

図❶　ノース・カロライナभ立アーカイヴス੢部஍域ؗ
Western Regional Archives, State Archives of North Carolina
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2��4��1ɹ1�3� ೥୅

　今回のௐࠪで入手できた最もݹい大学要覧は 1934 年（開ߍ

から 2 年目）のものであるが、具体的な科目に関する記ड़が始

まるのは翌年度の 1935 年-1936 年の大学要覧からである。こ

こから始めたい。1935 年はळ学期（9 月～12 月）に始まり、

य़学期（1936 年 1 月～6 月）で終わるセメスター制が取られて

いる。教һ一覧において美術関連を୲౰しているとされている

のは、1933 年に BMC にண任したジョセフ・アルバースとア

ニ・アルバースの 2 名である。アルバース夫࠺についてはすで

に詳しいจݙが多くあるためここで深くは立ち入らないが、஫

目しておきたいのは教育՝ఔ（Course of Instruction）の記ड़

である。美術のཝにはドローイングや色࠼、セミナー、機৫の

理論と実ફにฒんで、工作教育（Werklehre）の記ड़があり、

この語の解説としてカッコ書きで「マテリアルと空間に対する

感覚の発展（the development of the feeling for material and 

space）」と記ࡌされていることである。バウϋウスの教育プロ

グラムからҠ入されたこの工作教育については、ࠃ内ではఱ֋

ٛ教が詳しく紹介してい
（7）

るが、ここで特にཹ意しておきたいの

は、この工作教育は 1934 年の BMC の紀要に発表した lCon�

cerning Art I
（8）

nstructionz の中で、ジョセフ・アルバースが表

明している美術教育のあり方を体現するものであったこと、す

なわち美術教育が、ֆ画やூࠁ、デザインといった既ଘの確定

された美術領域を前提として、そのプロのཆ成を目ࢦす美術大

学の美術教育とは異なり、色࠼やドローイングをリベラル・ア

ーπ・カレッジの学びの基ૅを構成する科目として位置付ける

美術教育、「最も広い意味での見ること（to see）、すなわち自

らに関わる現৅に目を開くこと、自らの生活（life）、ଘ在（be�

ing）、行動（doing）に目を開くこ
（9）

と」を学ぶための教育՝ఔ

として位置付けられていることである。これが本ௐࠪにおいて

重要なのは、美術を既ଘの美術領域を前提としたものとして捉

えず、その領域を超えて、生活やଘ在、行動の基ૅとして位置

付けなおすという、本ௐࠪ研究の࿮組みでݴえば領域横断的な

2��4ɹऩू͠たࢿྉɺおよͼࢿྉにͮ͘جҰ࡯ߟ

　上記の 2 回のアーカイヴスௐࠪを実ࢪして資料の収集を行っ

たが、結果を先にड़べれば、この 2 回のௐࠪによって 1933 年

から 1957 年までの BMC の教育における領域横断的芸術実ફ

について、具体的にどのようなものであったかを詳らかにূす

一次資料を׬全に集めることは׎わなかった。最大の理由は一

次資料のܽ損、特に 1950 年代の資料のෆଘ在である。BMC

に関するओ要な書੶において、ジΣンナージャーンやリッπが

行ったダンスのࢦಋが、数枚のࣸਅや本人をインタビューした

際の回想等にཔる部分が大きい理由も、この点に起Ҽするもの

が大きいように思われる。

　しかしながら、׬全とはݴえないとはいえ、本ௐࠪの໰いの

解明に資する資料を収集することはできた。その一つは、

WRA に収められた BMC に関連するいくつかの資料体、具体

的には（1）Black Mountain College Project Collection、（2）

Black Mountain College Records、（3）Martin Duberman Col�

lection、（4）North Carolina Museum of Art - Black Mountain 

College Research Project、（5）Theodore and Barbara Loines 

Dreier Black Mountain College Collection を横断的に検索する

ことで、ຖ年発行されていたと思われる BMC の教科について

の֓要が記された大学要覧やアナウンスメントの他、Նߨق座

の案内、紀要やニュースレターといった BMC が発行した各種

資料の大部分の複ࣸを収集することができたことである。また

デュバーマンやϋリスが BMC 関係者に対して行ったインタビ

ューのうち、ެ開されているものについては、その書き起こし

の大部分について、複ࣸを収集することも׎った。

　そこで以下では、「領域横断的な芸術実ફの教育」という観

点からこれらの資料の記ड़をॱにたどり、インタビュー等の資

料を補଍的に参রすることで、少しでも BMC におけるトラン

スグレッシブな教育の内実に઀近することを試みたい（図❸）。

図❷　BMC エデンބキャンパス 図❸　BMC の大学要覧．左が 1934 年-1935 年，右が 1939 年-1940 年
のもの．
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arts）」と記されていることから、そこにはૣいஈ֊から様々

な芸術領域のަࠩが意識されている様子が認められるともݴえ

るが、とはいえ、大学要覧の記ड़に限っていえば、1938-1939

年以前まではԋܶ学では、ԋܶにおける٭本の解ऍやԋ技等に

力点が置かれており、授ۀ名もԋܶ学というシンプルなものに

す͗ない。その意味で、1939 年-1940 年に加えられたこの෣୆

美術の授ۀは、その説明にも「෣୆എܠとҥ装のデザインと制

作の実ફܦ験（practical experience in designing and creating 

scenery and costumes）」を含む内༰であるとの記ࡌが見られ

ることから、大変ڵ味深いのだ。つまり、そこにはシャヴィン

スキーの離୤によって終ྃしてしまった෣୆ԋܶ学の試みの一

部が、1 年間のٳ止をܦて、ウンシュのԋܶ学の中で継ঝする

ことが試みられた可能性が考えられるのである。

2��4��2ɹ1�4� ೥୅

　1940 年ळから始まる 1940 年-1941 年大学要覧では、教科の

説明において科目名がそれまでの「美術（Art）」୯体ではな

く、この「美術とݐங（Art and Architecture）」に変ߋされ

ていることが特徴とݴえるだろう。これには 1941 年ळのブル

ーリッジ・キャンパスからエデンބキャンパス΁のҠసに൐う

新ࣷߍのݐ設が影ڹしていると思われ、実際に大学要覧の中に

も「学生と教һがボランティアで、िに 1 回から 3 回ఔ度、ޕ

後にݐஙのための࿑ಇに参加する」との記ࡌがある。また、大

学要覧の年間༧定には「Ն期ߨ座はありません」と記ࡌされて

いるものの、翌年度の大学要覧には前年に新ݐࣷߍ設に向けて

「ワーク・キャンプ」が開࠵されたとあることから、後のՆق

座の原型となるՆ期のプログラムがこの年から開始されたこߨ

とがわかる。「美術とݐங（Art and Architecture）」における、

�ಋ者としてローレンス・コーνャー（Lawrence Koࢦஙのݐ

cher, 1885-1969）がண任し、「現代ݐங（Contemporary Ar�

chitecture）」の授ۀを୲౰している。もっとも、領域横断的

な芸術実ફの教育という視点から授ۀ内༰を見る限りにおいて

は大きな変ߋは見られず、ジョセフ・アルバースによるドロー

イングと色࠼と工作教育、アニ・アルバースの機৫、そしてウ

ンシュの෣୆美術を含むԋܶ学という組み合わせが継続してい

るように見受けられる。

　エデンބキャンパスにҠసした翌 1941 年-1942 年には、ݐ

ஙの٬һ教һ（Visiting Instructor）としてϋワード・ディア

スタイン（Howard Dearstein, 1903-1978）が加わってݐங関

連科目が拡ॆされたことで美術とݐஙは再度分離されるが、美

術と教育内༰やԋܶ学に大きな変化はなく、1939 年以߱のプ

ログラムが継続していたと思われる。なお、この年度以߱数年

にわたって、大学要覧にはઓ時下の教育のあり方について৮れ

た付録がついており、そこからは第 2 次ੈ界大ઓによる教育΁

の影ڹもӐわれる。

発想の๖ժが、バウϋウスの教育プログラムをリベラル・アー

π・カレッジという࿮組みにҠ入するこのஈ֊においてすでに

見てとれるからである。

　翌年度にあたる 1936 年-1937 年の大学要覧では美術の教һ

にザンティ・シャヴィンスキー（9anti Schawinsky, 1904-

1979）がண任し、ドローイングや色࠼のクラスをジョセフ・ア

ルバースと分୲していることが確認できる。シャヴィンスキー

はバウϋウスにおいてֆ画やூࠁとともに実験的な෣୆芸術を

展開したことで知られるオスカー・シュレンマー（Oskar Sch�

lemmer, 1888-1943）の下で学んだアーティストである。この

年から教科には、シャヴィンスキーのઐ໳性を反映してか、新

たに「෣୆ԋܶ学（stage studies）」が加わっている。音楽の

教һであったジョン・エヴァーπ（John Evarts, 1909-ʁ）と

共同で୲౰したとされるこの授ۀでは、૯合芸術としての෣୆

ԋܶ学という࿮組みにおいて「空間、形態、色࠼、音੠、音楽、

動き、時間」といったॾ要ૉが芸術の「ࠜ本的現৅（funda�

mental phenomena）」として探ٻされている。加えて、工作

教育を拡張したような「一般芸術クラス（general art class）」

（ジョセフ・アルバースとシャヴィンスキーが共同で୲౰）と

「プライベート・アート・セミナー」も加えられており、シャ

ヴィンスキーのண任によって、リベラル・アーπ・カレッジの

学びの基ૅとしての美術教育と、その領域横断的な広がりが拡

ॆされた様子が؃取される。

　翌 1937 年-1938 年の大学要覧は、美術に限っていえば大き

な変化はなく、ジョセフ・アルバースとシャヴィンスキーの連

がॱௐに継続したと思われる。小さな変化として、美術の教ܞ

科の中にシャヴィンスキーのパートナーであり、シャヴィンス

キーと同じくバウϋウスのଔۀ生であったイレーネ・シャヴィ

ンスキー（Irene Shavinsky, 1903-1990）による「ҥ装デザイ

ン（Dress Design）」が加わっており、෣୆ԋܶ学のさらなる

ॆ実が試みられたと思われる。

　しかし 1938 年のळから始まる 1938 年-1939 年の大学要覧に

はシャヴィンスキーの名前はなく、上記の෣୆ԋܶ学は 2 年間

で終ྃしてしまったことがわかる。教科は 1935 年以前のドロ

ーイングと色࠼と工作教育（ジョセフ・アルバース）、機৫

（アニ・アルバース）を中৺としたものに໭されているが、「一

般芸術クラス」と「プライベート・アート・セミナー」はଘ続

したようである。

　翌 1939 年-1940 年も基本的には前年度の体制が踏ऻされて

いると思われるが、ܰඍな点ではあるもののڵ味深い変化があ

る。それはԋܶ学の記ड़の中に「෣୆美術（stagecraft）」が新

たに追加されることである。ԋܶ学は 1935 年からウィリア

ム・ロバート・ウンシュ（William Robert Wensch, 1896-

1973）が୲౰しており、1936 年の大学要覧においてもԋܶ学

は「すべての芸術が合ྲྀする点（a meeting point of all the 
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は「ԋܶの学生向け」と書かれているため、一見したところで

は、୤領域的ࢤ向がڧく現れているようには見えない。しかし、

この BMC における「ԋܶ」が、シャヴィンスキーの෣୆ԋܶ

学、そしてその継ঝとしてのウンシュのԋܶ学との連ܞの中で

ಋされていることは考ྀされなくてはならない。つまり෣୆ࢦ

美術を含んでいたウンシュのԋܶ学は、このカールのϢーキネ

ティクスが加わることによって、さらなる領域横断的広がりを

得たのではないだろうか。

　それ以外の 1943 年-1944 年の美術関連の科目については、

「物理と化学」の授ۀとの連ܞで「アーティストのためのޫ学

入໳」が新しく取り入れられたほか、໦工のࢦಋ者としてメア

リー・グレゴリー（Mary Gregory, 1914-2006）の名前が確認

できるものの、大きな変ߋは見られない。付記すべきこととし

ては、この年度の年度຤にあたる 1944 年からクォーター制の

Ն期がՆ期ߨ座としてӡӦされるようになったことである（後

にケージやカニングϋムが教һとして関わるのもこのՆ期ߨ座

である）。1944 年の最初のՆߨق座では「美術ߨ座（Art Insti�

tute）」と「音楽ߨ座（Music Institute）」「ワーク・キャンプ」

が行われている。

　1944 年-1945 年も大学要覧が発見できなかったが、アナウン

スメントを見る限りでは前年度のプログラムが継続されたもの

と思われる。ܰඍな変ߋとして認められるのは、前年度の大学

要覧の記ࡌにおいてジョセフ・アルバースの「基ૅデザイン

（工作教育）」（「Basic Design（Werklehre）」）となっていたも

のが、この年からは「基ૅデザイン（Basic Design）」の表記

に変ߋされたことであるが、本質的な変ߋと思われるものでは

なく、ウンシュのԋܶ学やカールのϢーキネティクスにも大き

な変ߋは認められない。カールは 1945 年のՆ期ߨ座では音楽

座においてコーエン他ߨ 4 人の教һでオペラ・ワークショップ

を୲౰している。

　1945 年-1946 年もまた大学要覧を発見できなかったが、アナ

ウンスメントで確認できるൣғでも大きな変化が認められる。

それはカールとウンシュの名前がফえていることである。1935

年以来 10 年にわたってԋܶ学を教えてきたウンシュは、1945

年 6 月に౰時のノース・カロライナभでは違法とされていた同

性Ѫのٙݏでୁัされ、BMC の同྅たちのަবもあってࡑ状

は変ߋされたものの、結果としてノース・カロライナをڈらざ

るを得なくなったのだ。ウンシュのその後はṖが多く、੢ւ؛

で名前を変えて༣ศ局でಇいていたというূ
（12）

もあるが、詳しݴ

いことはわかっていない。いずれにせよ本ௐࠪにおいて重要な

のは、このஈ֊で BMC における領域横断的芸術実ફの教育を

୲っていたウンシュの（෣୆美術を含む）ԋܶ学とカールのϢ

ーキネティクス、そのどちらもがここで௵えてしまったという

ことである。美術関連のカリキュラムはジョセフ・アルバース

のࢦಋ科目も「色࠼（Color）」とされていた授ۀが「ֆ画

　1942 年-1943 年については、今回ௐࠪした資料体の中からの

大学要覧を発見することはできなかったためෆ明な部分が多い。

この年度に限らず、以߱、大学要覧が発見できなかった年度が

複数ある。このような年度については大学要覧に比してུ֓的

ではあるが教һや教育プログラムについて記ࡌがある「アナウ

ンスメント（Announcement）」や「アニュアル・アナウンス

メント（Annual Announcement）」の複ࣸ、ߍ報（Bulletin）

等を通して可能な限り補うことを試みたい。

　もっとも 1942 年-1943 年のアナウンスメントは、他の年度

のアナウンスメントに比しても殊に教育内༰に関する具体的記

ड़が๡しく、教һ一覧も含まれていないため、この年からळ期、

ౙ期、य़期、Ն期のクォーター制となったこと以外では、それ

ほど補える点がない。収集が׎ったものの中でかろうじて໾立

つと思われるものの 1 つは、大学要覧の教һ一覧ページのࣸし

と思われる資料である。ここには新しい教һの 1 人としてエル

サ・カール（Elsa Karl, 1901-1992）が加わっており、「Ϣーキ

ネティクス（Eukinetics）」の授ۀを୲౰していたことが記ࡌ

されている。カールはϐナ・バウシュ（Pina Bausch, 1940-

2009）の師としても知られるクルト・Ϥース（Kurt Joos, 

1901-1979）のもとで学んだドイπ生まれのダンサーであり、

パートナーで作曲Ոのフレデリック・コーエン（Frederick 

Cohen, 1904-1967）とともに BMC にண任している。Ϣーキネ

ティクスはϤースが展開したダンスの形ࣜの 1 つであり「身体

のӡ動をコントロールし、こういったӡ動が観٬に対して༩え

る表現の力を理解するためのメιッ
（10）

ド」とされている。1942

年-1943 年の資料にはこれ以上の情報を見つけることはできな

いが、翌年度の 1943 年-1944 年の大学要覧には、このϢーキ

ネティクスについて次のような説明がなされている。

Ϣーキネティクスは、身体のコントロールやバランスに加

えてダンスの動作の初า的な感覚をཆうことを通して、学

生の೑体的・ਫ਼ਆ的なあり方の発展を試みるものです。Ϣ

ーキネティクスは特定の身体トレーニングやダンスの܇࿅

ではなく、身体のแׅ的なトレーニングです。

Ϣーキネティクスは芸術表現のഔ体として、ԋܶの学生向

けのトレーニングとして行われま
（11）

す。

　BMC の芸術教育において身体のӡ動がओ୊となった授ۀが

ਖ਼ࣜに行われたのは、このカールによるϢーキネティクスが初

めてである。またこの授ۀは「特定の身体トレーニングやダン

ス܇࿅ではない」と明記されているように、バレエやダンスと

いう既ଘの芸術表現の技術をຏくことではなく、芸術のメディ

ウムないしマテリアルとしての「身体そのもの」の可能性にয

点が向けられているという意味で、୤領域的なࢤ向性をଳびて

いるのもまた஫目に値する点だろう。もちろん授ۀの説明จに
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エイティブなエネルギーのྲྀれが、カレッジにおける૑造性と

受༰の両面にޫを༩えてい
（14）

る」と結ばれているが、カールとウ

ンシュがڈって 3 年がܦち、またジョセフ・アルバースとボロ

トウスキーとの確ࣥが深まっていた౰時の BMC の状گを考え

ると、非常にҹ৅的である。

　1948 年の఻説的なՆ期ߨ座の内༰については BMC に関す

るओ要なจݙでも詳しく論じられているので、ここでは深く立

ち入らない。ケージとカニングϋムに加えて、バックミンスタ

ー・フラー（Richard Buckminster Fuller, 1895-1983）、ウィ

レム（Willem de Kooning, 1904-1997）とエネーψ（Elene de 

Kooning, 1918-1989）のデ・クーニング夫࠺といった᭞々たる

メンバーが一堂にձする機ձとなったこのՆ期ߨ座について、

さしあたり本稿で৮れておくべきことは、ケージがエリック・

サティをフィーνャーした「エリック・サティの音楽によるア

マνュアフΣスティバル（The Amateur Festival of the Mu�

sic of Erik Satie）」をا画し、その中でサティのٔ曲《メドΡ

ーサの᠘（The Ruse of Medusa）》を極めて実験的な形で上ԋ

したことであろう（図❹）。ԋ技のܦ験のແいフラーがメドΡ

ーサஉऋをԋじ、؂ಜを຿めたアーサー・ペン（Arthur Penn, 

1922-2010）の回
（15）

想によれば、そこにケージのଈڵのϐアノと

カニングϋムのଈڵのダンスがંり重なったとされるこのٔ曲

の上ԋが、ϋプニングというジャンルもまだଘ在しなかったこ

の時期において、領域横断的な芸術実ફの可能性という意味で

BMC に༩えたিܸは想像に難くない。カニングϋムは《メド

Ρーサの᠘》のための《Monkey Dance》を作り、さらに、こ

のՆߨق座で《Diversion》と《Orestes》も制作しているが、

このような一連のケージとカニングϋムのਫ਼力的な活動は、

1945 年のՆ以߱、一度్絶えてしまったシャヴィンスキーか

らウンシュおよびカール΁と受け継がれた BMC の実験的・領

域横断的な芸術実ફ教育としてのԋܶ学や身体表現の取り組み

に、再びଉをਧき込む重要なܖ機になったと考えられる。また、

それに加えて 1948 年 9 月のߍ報にࡌܝされたՆߨق座の参加

学生一覧の中に、エリザベス・シュミット・ジΣンナージャー

（Painting）」΁と変ߋされており、BMC におけるリベラル・

アーπ・カレッジという࿮組みや領域横断的芸術実ફ΁のࢤ向

性という意味では、一種のୀ行とも思われる変化がӐわれる。

　1946 年-1947 年もアナウンスメントしか収集できなかったが、

この記ड़を見る限り、前年度から変ߋは、それまでのクォータ

ー制がळ学期とౙ学期で構成されるセメスター制に໭され、ま

たセメスターとは別にՆ期ߨ座が設定される年間スケジュール

（つまり、セメスター制＋Ն期ߨ座）に再編することを中৺と

するものだったように見受けられる。翌 1947 年-1948 年もア

ナウンスメントしかないが、変化として目にཹまるのは、ֆ画

とドローイングの٬һ教授（Visiting Professor）としてイリ

Ϡ・ボロトウスキー（Ilya Bolotowsky, 1907-1981）の名前が

記ࡌされていることだろう。ボロトウスキーはロシアに生まれ、

1923 年にアメリカにҠॅしてからはニューϤークを中৺に活

動した画Ոである。アナウンスメントには前年度の 1946 年

-1947 年のஈ֊でボロトウスキーが٬һ教授であったとの記ࡌ

があり、またこの前年度はアルバース夫࠺は長期ٳՋ（leave 

of absence）で BMC にෆ在であったことがわかっているため、

1946 年ळからのアルバース夫࠺がෆ在であった期間に、実質

的な美術教һとしてボロトウスキーがண任してドローイングと

ֆ画を教えていたことがӐい知れる。ैって 1947 年-1948 年

はٳՋから໭ってきたアルバース夫࠺がボロトウスキーと初め

て BMC で一ॹにࢦಋにあたる年だったのだ。BMC に෮帰し

たジョセフ・アルバースとボロトウスキーの間には美術教育を

८って様々な᫁᫟が生じたことが知られており、ボロトウスキ

ーはこの年度の終わりとともに BMC を離れることにな
（13）

る。

　さて、このように、ウンシュとカールがڈり、その後にண任

したボロトウスキーもす͙にڈってしまった中で、この 1948

年の年度の຤にՆ期ߨ座が開かれる。これこそが、ケージとカ

ニングϋムが BMC でࢦಋを行う最初の機ձとなった。1946

年にマーサ・グレアム（Martha Graham, 1894-1991）のダン

ス・カンパニーをୀஂしたカニングϋムは、ダンスのレッスン

で生ܭを立てる生活をしばらく続けた後、1947 年ࠒからケー

ジとともに自動ंでถࠃ内を回り様々な場所でダンスやコンサ

ートを行うπアーを開始しており、1948 年のπアーの最初の

場所として 4 月に BMC を๚れる。そしてこれがきっかけとな

ってՆ期ߨ座にটᡈされることになるのだ。この時の様子は

BMC 報ߍ 5 月号のキャンパス・ニュースཝにも記ࡌされてお

り、ケージとカニングϋムがそれぞれ作品を൸࿐するとともに、

ケージは音楽を含む芸術を作り出すこと（＝人間がものを作り

出すこと）から新たな社ձが作り出されるといった൴の૖大な

芸術実ફの఩学の一端を語ったこと、またカニングϋムは

BMC のコミュニティに向けたダンスのプログラムを実ࢪした

ことについての記ࡌがある。ߍ報の記事は、൴らがՆ期ߨ座に

໭ってくること΁の期଴をड़べた後、「൴らの๚໰以߱、クリ

図❹　BMC エデンބキャンパスの৯堂౩．《メドΡーサの᠘》もここ
で上ԋされた．
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うことに対する認識を生じさせることを目ࢦし、؆୯なリ

ズムと動きのひとまとまりから、個人や集ஂでのダンスの

全体までを扱いま
（16）

す。

　この説明には、特定のダンス技術のम࿅ではなく、むしろダ

ンスにおけるӡ動を通したマテリアルとして身体や時間・空間

を把握し、それを操作することを学ばせようとする領域横断的

な芸術実ફ΁の意識が֞間見えるといえるかもしれない。

2��4��3ɹ1�4� ೥୅຤͔Β 1�5� ೥୅΁

　こうして 1948 年のळからエリザベス・ジΣンナージャーン

のダンスの授ۀが始まるが、残೦ながら翌年度の 1949 年-1950

年の大学要覧には科目֓要はおろか、教һ一覧さえもࡌܝされ

ていないため、大学要覧から詳しい内༰をӐい知ることはほと

んどできない。その理由として、BMC における教һ間の᫁᫟

の高ま
（17）

りによって、前年度຤にアルバース夫࠺、また૑設から

BMC を支えてきたセオドア・ドレイアー（Theodore Dreier, 

1902-1997）がڈるという、BMC の૑立以߱の最大ともݴえ

るస׵が生じたことの影ڹが考えられる。૑立౰初から BMC

の美術教育をओಋしてきたアルバース夫࠺がڈったことで、

1949 年 3 月に発行された大学要覧には教育プログラムの詳ࡉ

や教һ構成について記ࡌする準උがे分に੔わなかった可能性

があるのだ。ただし、翌 4 月に発行されたバックミンスター・

フラーがディレクターを຿めた 1949 年のՆ期ߨ座、すなわち

ࠞཚの 1949 年-1950 年が始まる直前のՆ期ߨ座の案内には、

かろうじてエリザベス・ジΣンナージャーンの名前が確認でき

るため、少なくともダンスのࢦಋがՆ期ߨ座までは継続してい

たことは確認できる。また、この案内にはドローイングとֆ画

およびூࠁの教һとしてジョン・ウォーリー（John Worley, 

1937-1974）やエマーιン・ウォーフラー（Emerson Worqer, 

1914-2003）らの名前も確認できる。Ն期ߨ座では、アルバー

ス夫࠺のୀ任後の美術教һとして、フラーがシカゴ美術ؗ付ଐ

美術大学からটᡈした教һをひとまずあてたことがӐわれる。

　翌 1950 年-1951 年の大学要覧ではࠞཚが多少収まったと見

え、科目֓要と教һ一覧（ただし前年度の教һ一覧が参考とし

てࡌܝされているにす͗ないが）が再びࡌܝされている。美術

関連の科目としてはドローイング、ペインティング、色࠼、デ

ザインの 4 科目の記ࡌがあり、またワークショップの࿮組みで、

੡本、ಃ芸、೶芸、ࣸਅ、版画、機৫、จ芸とฒんで、エリザ

ベス・ジΣンナージャーンが୲౰したダンスも記ࡌされている。

教һについて確認できる情報としては、前年度から BMC のଔ

生でボロトウスキーの下で美術を学んだジョセフ・フィオーۀ

ル（Joseph Feore, 1925-2008）がண任してドローイングとֆ

画を୲౰していることがあげられるが、本ௐࠪの໰いにଇして

より重要なのは、エリザベス・ジΣンナージャーンのパートナ

ンとウォーレン・ポール・ジΣンナージャーン（Warren Paul 

Jennerjahn, 1922-2020）のジΣンナージャーン夫࠺がࡌܝさ

れていることも一ݴ৮れておきたい。なͥなら、この 2 人が数

年後、BMC における領域横断的芸術実ફ教育において極めて

重要な໾ׂを果たすことになったと考えられるからである。

　఻説的Ն期ߨ座の後から始まる 1948 年-1949 年のアナウン

スメント（1948 年 4 月発行）の美術関連の教科や教һ一覧に

は、ボロトウスキーの名前も含めて大きな変化が認められない

が、先にड़べたように実際にはボロトウスキーは BMC を離れ

るため（つまりボロトウスキーのୀ任ܾ定は、アナウンスメン

トमਖ਼に間に合わなかった）、この年度の美術のࢦಋはアルバ

ース夫࠺を中৺としたものに໭っていると思われる。より重要

なのは、この年度の科目֓要のミメオグラフの複ࣸと思われる

資料に、エリザベス・ジΣンナージャーンのダンスのࢦಋが記

されていることである。つまり、1948ࡌ 年のՆ期ߨ座に学生

として参加していたエリザベス・ジΣンナージャーンが、ळ以

߱、教育実習生（Student Teacher）として BMC に残り、平

常授ۀとしてダンスのࢦಋが始まったことが確認できるのだ。

前年のՆ期ߨ座を除けば、BMC において身体のӡ動をओ୊に

した授ۀが෮活するのは 1944 年-1945 年のカールのϢーキネ

ティクス以来 4 年ぶりであり、ԋܶ学の࿮組みの中の一部では

なく、独立したओ୊としてダンスが扱われるのは初めてのこと

である。エリザベス・ジΣンナージャーンは 1943 年から 1945

年まで BMC の学生として在੶しており、౰時はアルバース夫

の下で美術を学んでいるが、その後ニューϤーク΁渡ってマ࠺

ーサ・グレアムの下でダンサーとなり、1948 年のՆ期ߨ座の

際にケージやカニングϋムとともに BMC に໭ってくることと

なった。ैって本ௐࠪの໰いにଇしてݴえば、アルバース夫࠺

の美術教育とカールとウンシュとԋܶ学がซଘした時期と

1948 年のՆ期ߨ座以߱をつな͙ଘ在ということができるだろ

う。

　このエリザベス・ジΣンナージャーンは、具体的には 3 つの

授ۀ「モダンダンスの初าテクニック（Elementary Tech�

niRues of Modern Dance）」、「動きとそのリズミック構造

（Movement and Its Rhythmic Structure）」、「ダンス記ේ法

（Dance Notation）」を୲౰している。授ۀ名を見る限りでは相

౰ఔ度ダンスという表現領域にߜった内༰に見えるが、ڵ味深

いのは「モダンダンスの初าテクニック」と「ダンス記ේ法」

については科目֓要の説明จが付されていないのに対し、「動

きとそのリズミック構造」についてのみ次のような詳しい説明

が付されていることである。

「動きとそのリズミック構造」

時間と空間の໰୊の展開。

ダンスのマテリアル、そしてそれらを明շに操作するとい
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ンス、その他）が探ٻされます。断ยとしては次のもの

を扱う༧定です。（a）技術上のアイデア、例えば赤い布

を緑のޫの下に置いたら何が起こるか、といったことに

由来するもの。（b）出来事や記憶、感覚などを可能な

限り多面的に౤影したいという思いに由来するもの。

（2）　このような断ยをいくつか組み合わせること。もし

くはޫ、音、動きという 3 つの基ૅに関連する、より大

きなテーマと断ยを組み合わせること。

参加者は、ओに 3 つの領域のうちの 1 つに関わりますが、

それ以外の 2 つの領域における໰୊や技術に対しても、各

自の思考を深め、アイデアを提ڙすることがٻめられます。

各自がワークショップにおいて試してみたい実験的なプラ

ンを提出し、他のメンバーはこれに協力しま
（20）

す（図❺）。

　より具体的なワークショップの内༰はどのようなものだった

のだろうか。1972 年 3 月 25 日にϋリスがジΣンナージャーン

夫࠺に行ったインタビューにおいて、もう少し踏み込んだ内༰

が語られている。

ウォーレン・ジΣンナージャーン（P
（21）

J）：ޫ、音、動き。

๻のアイディアは、30 ඵという時間制限を持つプロジΣ

クトをやってみようというものだった。このように制限を

設けることで、ݴ語的な思考を介することなく、この 3 つ

の要ૉを༥合させる、ということに取り組むことになるん

じΌないかと考えたんだ。๻はݴ語的な連続性をٻめてい

ーであるウォーレン・ジΣンナージャーンが、フィオールと同

じく 1949 年ळから色࠼とデザインのࢦಋ教һとしてண任して

いると記ࡌされていることであろう。ウォーレン・ジΣンナー

ジャーンはエリザベスと共に 1948 年のՆߨق座に参加し、そ

の後パートナーがダンスを教え始めたことで共に BMC に残る

ことになり、ジョセフ・アルバースのアシスタントとして色࠼

とデザインの授ۀのアシスタントを຿めていた。そして、アル

バース夫࠺のୀ任に൐ってこの 1949 年のळ以߱、これらの授

をҾき継͙こととなったのであۀ
（18）

る。ݴうまでもなくこのデザ

インの授ۀは、かつてジョセフ・アルバースが工作教育

（Werklehre）と呼んでいたリベラル・アーπ・カレッジにお

ける美術教育の要となっていたものである。ैって 1949 年か

ら工作教育のྲྀれをウォーレンが継ঝし、そして先にアルバー

ス夫࠺の美術教育やカールとウンシュのԋܶ学からの継ঝ可能

性をࢦఠしたダンスをエリザベスが୲౰するという、ジΣンナ

ージャーン夫࠺のタッグが BMC にもたらされることになった

のだ。また 1950 年のळに発行されたߍ報によれば、ウォーレ

ン・ジΣンナージャーンは色࠼とデザインに加えて「ଧ楽ث

（パーカッション）」のワークショップも୲౰しているが、この

授ۀも୯にଧ楽ثԋ૗の技術ではなく「ダンスのためのリズ

ム」を学ぶと記ࡌされており、ここにもエリザベス・ジΣンナ

ージャーンとの協ಇが意識されていることがわかる。

　そして、このジΣンナージャーン夫࠺のタッグによる試みは、

「ޫ・音・動きのワークショップ（Light, Sound, Movement 

Workshop）」として結実する。このワークショップは大学要

覧の中には記ࡌが見౰たらず、BMC 関連のओ要なจݙの中で

もしばしば「資料が少なく詳ࡉが明らかになっていない」とさ

れることが多いが、ϋリスの前ܝ書によれば開始されたのはウ

ォーレンがண任した 1949 年からであったよう
（19）

だ。ではこれは

どのような授ۀだったのだろうか。1951 年のय़学期の科目֓

要のミメオグラフの複ࣸの記ड़には、まさにこのワークショッ

プにおいて、本ௐࠪの໰୊意識に呼応するような造形、ޫや音、

空間やӡ動といった様々な領域を横断する芸術実ફの可能性が

試みられていたことが記されている。

3．ޫɾԻɾಈ͖のϫークショοϓ

エリザベスとウォーレン・ジΣンナージャーンの共同ࢦಋ。

1 ि間かけてݹܤを行い、ि 1 回、൩に作品を൸࿐します。

また൸࿐した作品について൷ධし、そして次のプロジΣク

トを検討するための機ձもिに 1 回持ちます。

ワークショップでは取り組むのは、

（1）　特定の時間、もしくはൣғの断ย。ޫの可能性（ҥ

装やセット、プロジΣクターから౤射されるޫと色）、

音੠の可能性（音楽、੠、その他）、動きの可能性（ダ

図❺　1951 年の科目֓要（ࣸし）における「ޫ・音・動きの
ワークショップ」の要ࢫ
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と分けて考えるのではなく、30 ඵ間という࿮組みの中で、ま

さに全てを同時ฒ行的（横断的）に考えることで新しい芸術を

૑造するというポスト・ミニマリズム的実ફの原型が試みられ

ていたのである。

　しかし、残೦ながらこの「ޫ・音・動きのワークショップ」

が長く続くことはなかった。एきカップルであったジΣンナー

ジャーン夫࠺は、仕事とプライベートとの境界がᐆດな BMC

コミュニティの中で生活し続けること΁のਫ਼ਆ的ෛ୲を感じて

いたこともあり、1951 年-1952 年度を前にして BMC をڈるこ

とになる。こうして「ޫ・音・動きのワークショップ」は 2 年

でນを下ろすことになった。エリザベス・ジΣンナージャーン

は自身のୀ任後も BMC にダンスの授ۀを残すため、後任のダ

ンス教һを探すための手ࢴを様々なダンス関連のஂ体や教育機

関にૹっている。そのߕ൹もあってか、1951 年からダンサー

のキャサリン・リッπが BMC にண任することになった。リッ

πは 1951 年のՆߨق座からダンスをࢦಋしており、1951 年

-1952 年の大学要覧に教һ一覧は含まれていないものの、य़学

期の案内として発行されたߍ報ではリッπがダンスの教һとし

てࣸਅ付きで紹介されている。一方で美術関連の科目は、ウォ

ーレン・ジΣンナージャーンのୀ任に൐って再編されている。

それまでドローイングとֆ画を受けもっていたフィオールの୲

౰が؇やかに広がり、1951 年からはֆ画、コンポジション、

色࠼の 3 つの授ۀをࢦಋしている。それまでドローイングとֆ

画を受けもっていたフィオールの୲౰が؇やかに広がり、1951

年からはֆ画、コンポジション、色࠼の 3 つの授ۀをࢦಋして

いる。一方で、デザインの授ۀは 1949 年からࣸਅのワークシ

ョップを୲౰していたࣸਅՈのϔイゼル = フリーダ・ラーセン

（Hazel Frieda Larsen, 1921-2001）が、ࣸਅに加えて新たに୲

౰することになった。リッπは 1951 年のՆߨق座から活発に

活動し、著名な《The Glyph》や《Chorales for Spring》とい

った作品を BMC で学生や他のઐ໳性を持つ教һとともに制作

するなど、ジΣンナージャーン夫࠺の「ޫ・音・動きのワーク

ショップ」をҾき継͙ような領域横断的協ಇを展開したことが

知られているが、1952 年のՆߨق座の終わりとともに BMC

をڈり、リッπのダンスのࢦಋも 1 年ڧで終わりをܴえる。

1952 年のՆߨق座で特චすべきことは、ケージとカニングϋ

ムの 2 度目の授ۀが行われ、しばしば美術࢙の上で、「最初の

ϋプニング」とされる《Theater Piece No. 1》が行われたこと

だろう。ケージとカニングϋム、常ۈ教һのνャールズ・オル

ιンと M. C. リνャーズ（Mary Caroline Richards, 1916-1999）

に加え、デイヴィッド・νューダー（David Tudor, 1926-

1996）にラウシΣンバーグという᭞々たるメンバーがἧったこ

の著名な作品については、すでに様々な研究が行われているた

め、ච者がここでվめて付け加えるべき事ฑはない。ただし

BMC における領域横断的芸術実ફという面から一ݴ付け加え

たわけじΌない。ٻめていたのは、ޫ、音、そして動きの

ਅに構造的な関係性だった。それで๻たちは、あの時代に

おいて、とても、とてもエキサイティングなことをやった

んだよ。

（ʜʜ）

エリザベス・ジΣンナージャーン（BJ）：あの時ࢲたちが

行った多くのことは、今思えば、現在まさに起こっている

多くのことの、ある種のプロトタイプだったように思う。

メアリー・エマ・ϋリス（MH）：例えば、どんなことʁ

BJ：そうね、例えば、ԋܶで起きていることʜʜ

PJ：それに、ϋプニングとかそういった類のもの。

BJ：そう。

PJ：（今起きていることと）ちがうのは、๻らがやったこ

とは直観的なことじΌなかったこと。๻らが取り組んだの

は、30 ඵ間というܾまった時間の中で展開する作品だっ

たんだ。

BJ：その通り。ࢲたちはプロジΣクターをよく使ってい

て、例えば、赤や緑のストライプを映すスライドを使って、

それでそこに赤いコスνュームをணたダンサーが入ってく

る。もちろんダンサーは動くから、ダンサーは、（ʜʜ）

つまり、ফえたり現れたりするわけ。（ʜʜ）

MH：それって、今まさに「ྲྀ行」しているようなことね。

BJ：その通りよ。

（ʜʜ）

PJ：（ʜʜ）視覚的なものとௌ覚的なものが、可能な限り

全部一ॹに発想されること。（ʜʜ）๻たちが௅ઓしたの

は、例えば三重૗を作曲するように―つまりその時には、

作曲Ոは同時に 3 つの音に可能な限り意識的であろうとす

ると思うんだけれど―それと同じように、こういうこと

を扱うことだったんだ。こういうのは౰時では௝しくて、

しばらく後になってみんなやるようになった、というか、

ひΐっとしたらまさに今、こういうことが୔山行われてい

るということなのかもしれないけれど
（22）

ね。

　๯಄にड़べた通り、本ௐࠪ研究はポスト・ミニマリズム΁と

つながる領域横断的芸術の実ફ環境の源ྲྀを探すことから構想

されたわけだが、このインタビューで語られている事ฑは内༰

もさることながら、これが 1972 年に収録されたものであるこ

とを合わせて考えると、その重要性はより明確になるとݴって

ྑいだろう。なͥなら 1972 年はϐンカス = ウィッテンが「ポ

スト・ミニマリズム」の語を作った翌年、すなわちこのインタ

ビュー中の「今まさに『ྲྀ行』していること」は、まさにϋプ

ニング等を含むポスト・ミニマリズム的実ફをࢦすと思われる

からである。「ޫ・音・動きのワークショップ」では、ޫ、音、

動きといった要ૉについて「෣୆র明」「෣୆音楽」「ダンス」
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み取れた事ฑである。

4．ௐࠪの૯ׅͱޙࠓの՝୊

　上記の考࡯を૯ׅすれば、以下のようにまとめることができ

るかもしれない。

　BMC の開学౰初においてଘ在した「特定の美術領域のઐ໳

Ոを育成する教育機関ではなく、リベラル・アーπ・カレッジ

という࿮組みにおいて美術教育を行うのだ」という意識が、ジ

ョセフ・アルバースの工作教育（Werklehre）を「様々な領域

を؏く学びの基ૅとしての美術教育」として位置付けることを

もたらした。そしてその後も、「様々な領域を؏く」という発

想は美術という教科の࿮内においてもシャヴィンスキーの෣୆

ԋܶ学΁と展開し、シャヴィンスキーのୀ任後もその発想自体

はウンシュのԋܶ学の中の෣୆美術やカールのϢーキネティク

ス΁とҾき継がれることになった。その後ウンシュのಥવの解

任と時を同じくしてカールが BMC をڈったことでこのྲྀれは

断たれ、美術教育における領域横断的ࢤ向性にはఀ଺が見られ

るようになるが、それを再び呼び໭すきっかけとなったのが

1948 年のケージとカニングϋムのՆ期ߨ座であった。これを

機として、先の断絶以前とケージとカニングϋムによる断絶ܖ

以߱とを BMC の学生と教һの 2 つの立場からՍڮするジΣン

ナージャーン夫࠺が現れる。かくして BMC の領域横断的な芸

術実ફの教育の取り組みは「ޫ・音・動きのワークショップ」

΁と実を結ぶのである。ジΣンナージャーン夫࠺のୀ任に൐い

このワークショップもまた長くは続かなかったものの、部分的

にリッπが継ঝして 1952 年Ն期ߨ座におけるケージとカニン

グϋムの再๚までのギャップを埋める໾ׂを果たしたことで、

美術࢙的な意味においても重要な意味を持つ《Theater Piece 

No. 1》が制作されることになり、また翌 1953 年のՆ期ߨ座を

て、後のポスト・ミニマリズムの発生基൫の̍つとなったマܦ

ース・カニングϋム・ダンス・カンパニーの結成΁とつながっ

ていくのである。

　以上は BMC の美術関連の授ۀの変ભを中৺に、限られた資

料をཚ๫に結び合わせた考࡯に過͗ないが、このように今回の

ௐࠪをまとめるのなら、1960 年代から 1970 年代にかけてのポ

スト・ミニマリズムの発生が準උされるจ຺において、BMC

の様々な取り組みが―その中でも、とりわけジΣンナージャ

ーン夫࠺の「ޫ・音・動きのワークショップ」が果たした໾ׂ

の重要性はे分にࢦఠし得るように思われる。

　本稿でたびたび৮れてきたように、今回のௐࠪでは、収集で

きなかった資料や時間的・ܦ済的な理由で๚໰が׎わなかった

アーカイヴス、੔理やಡ解がे分に進まなかった資料も多く残

されており、それらをさらにௐࠪしてくことで、いまだෆ明点

が多いとされているジΣンナージャーン夫࠺の「ޫ・音・動き

のワークショップ」の詳ࡉをいっそう明らかなものにする可能

るとすれば、ケージとカニングϋムの最初のՆߨق座からこの

2 度目までの期間はܾして空നの 4 年間ではなかったというこ

とである。1948 年に൴らが BMC においてଉをਧき込みなお

したものは、ࡉ々とではあったかもしれないが、ジΣンナージ

ャーン夫࠺、そしてリッπ΁と継ঝされながら育ち、1952 年

にケージとカニングϋムを出ܴえたのである。「最初のϋプニ

ング」にࢸるこのようなจ຺はे分に検討に値するだろう。

　だが、いずれにしても、このՆ期ߨ座の終わりで、ケージと

カニングϋムとともにリッπも BMC をڈる。今回のௐࠪで入

手できた最後の大学要覧は翌 1952 年-1953 年のものであるが、

౰વリッπの名前はここにはもうなく、美術の科目はओにフィ

オールとラーセンがࢦಋを行うことになっている。ಃ芸を

BMC のଔۀ生でもあるカレン・カーンズ（Karen Karnes, 

1925-2016）が୲౰したことや、画Ոのフランπ・クライン

（Franz Kline, 1910-1962）がळに٬һとしてֆ画のࢦಋに加わ

っていることなどがわかるが、領域横断的な芸術実ફの教育と

いう意味で特චすべきことは大学要覧には見౰たらない。ただ

し、この年度຤に౰たる 1953 年のՆ期ߨ座にケージとカニン

グϋムは 3 度目の参加を果たしたことは記しておくべきであろ

う。カニングϋムは 6 人のダンサーと共に BMC に౸ணし、こ

のՆに《Septet》と《Dime a Dance》《Banjo》の 3 作品を制

作しており、これによって自身のダンス・カンパニーの結成に

味深いのはカニングϋムが後のインタビュڵ。るからであるࢸ

ーの中で、1948 年からの 3 度の BMC でのՆ期ߨ座やラウシ

Σンバーグとの出ձい等をৼりฦりつつ、「ブラック・マウン

テンからニューϤークに໭った時に、ࢲは切に思いました。何

としてもあのようなやり方で仕事を続けなくてはいけない、

と
（23）

」とड़べていることである。1950 年代のマース・カニング

ϋム・ダンス・カンパニーの活動は、ラウシΣンバーグとの協

ಇなどをܦて 1960 年代のポスト・ミニマリズム的な芸術実ફ

の環境の一部を準උしていくことは๯಄に৮れた通りであるが、

この回想をૉ直に受け取るならば、こういったカニングϋムと

そのダンス・カンパニーの領域横断性の基൫は BMC との連続

性の中でより具体的に構想されていったと考えられるからであ

る。

　1953 年のळ以߱については、アーカイヴス中に残されてい

る大学要覧やߍ報等の資料はܹٸに減り、特に 1954 年-1955

年と 1955 年-1956 年の間に BMC が発行した資料は、今回の

ௐࠪでは 1 つも見つけることができなかった。見つけられた最

後の資料は 1956 年の科目֓要の複ࣸと思われる資料であるが、

ここには美術関連の科目でドローイングとֆ画、リトグラフの

授ۀがあったことが確認できるものの詳しいことは記されてい

ない。これを最後に BMC はその継続的なࡒ੓難により 1957

年でดߍとなる。

　以上が今回のௐࠪを通して収集できた資料等から現ஈ֊でಡ
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り、࣫ࠇのߥいච致の間に生まれた༨ന஍にළやثがラフなド

ローイングで描かれ、人名以外はすべてが小จࣈのアルファベ

ットで必要最低限のจࣈ情報が記ࡌされている。本セミナーに

はマルグリット・ヴィルデンϋイン（Marguerite Wildenhain, 

1896-1985）がϗスト໾を຿め、バーナード・リーν（Ber�

nard Howell Leach, 1887-1979）とᖛ田ঙ࢘（1894-1978）、༄

फӻ（1889-1961）がメインήストとして参加すること、そし

てリーνとᖛ田とヴィルデンϋインが実ԋすることが明示され

ている。νラシの左方中央に lin conjunction with an institute 

in the crafts september 22-november 15（［このಃ芸セミナ

ーは］9 月 22 日から 11 月 15 日まで開࠵される工芸ߨ座と連

している）zܞ と記ࡌされている。詳ࡉは後ड़するが、これは

ヴィルデンϋインがߨ師を຿めるಃ芸ߨ座をࢦしている。そし

て「かたちに対するアイデアの発展」や「大量生࢈のためのデ

ザイン」、「工ۀ化時代における工芸」、「工๪や大学における師

ঊとఋ子、工芸と芸術の関係」のテーマについてディスカッシ

ョンとレクνャーが開࠵されることなどが告知されている。

lpottery seminar（ಃ芸セミナー）z の下に、leastern center 

for interchange of work � ideas east to westz というؾになる

一จがある。BMC に leastern center（イースターン・センタ

ー）z といったࢪ設があったわけではなく、おそらく情報のϋ

ブ的なニュアンスで、「౦༸から੢༸΁の［作品の紹介］とア

イデアのަྲྀ」といった意味合いのように思われるが、νラシ

のデザインやこの一จから日本から༄फӻとᖛ田ঙ࢘が来るこ

とをڧくアϐールしていることがӐえる。౰時のアメリカが直

面していた工芸のॾ໰୊の解ܾ策を、日本の༏れた఻౷技術を

踏ऻしながらもֵ新的な作品を૑り続けていたᖛ田やຽ芸ӡ動

。される࡯めたようにもਪٻಋ者の༄にࢦ

性はे分に残されている。このようなௐࠪを通して領域横断的

芸術実ફの਒源にഭることは、ポスト・ミニマリズム芸術の発

生を明らかにすることのみならず、既ଘのディシプリナリティ

に基づいたॎׂりの఻౷がڧく残る日本の美術大学の教育環境

において、次代の芸術を切り୓くਅにֵ新的な人ࡐをいかに育

成すべきかを検討する上でも、探究に資する໰いとݴえるだろ

う。これを今後に向けた՝୊として記し、今回のௐࠪ研究報告

の結びとしたい。

（ۚ井学）

5．1�52 ೥にϒラοクɾϚ΢ンςンɾΧϨοジͰ։͞࠵Εたಃ

ܳηϛφー―ࡾॐ࢜ʢ༄फӻɺᖛాঙ࢘ɺόーφーυɹ

リーνʣͱϚϧάリοτɾϰΟϧσンϋイン

5��1ɹはじめに

　1952 年 10 月 15 日から 29 日にかけて、BMC でಃ芸セミナ

ーが開࠵された。νラシ（図❻）のデザインはまるで書道を意

識したかのような力ڧさがあり、ໟ先のଠいචで๽を描きな͙

図❻　1952 年に BMC で開࠵されたಃ芸セミナーのνラシとそのӳจ

CMBDL NPVOUBJO DPMMFHF black mountain north carolina QPUUFSZ TFNJOBS

eastern center for interchange of work � ideas east to west

october 15-29 1952 �100

MARGUERITE WILDENHAIN host potter potter � teacher bauhaus wei�
mar
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　pond farm guerneville California
BERNARD LEACH leach pottery saint ives cornwall england
SHOJI HAMADA the Japanese potter
SOETSU YANAGI director imperial folk museum Tokyo

in conjunction with an institute in the crafts september 22 november 15

demonstrations by LEACH HAMADA WILDENHAIN

discussion � lectures
　　　　development of form ideas
　　　　design for mass production
　　　　craft in machine world
master � apprentice : in the workshop
　　　　　　　　　　in the college
　　　　　　　　　　relation of craft to art
for details write registrar black mountain college black mountain north 
carolina

図❼　左から，ᖛ田ঙ࢘，バーナード・リーν，༄फӻ，マルグリッ
ト・ヴィルデンϋイン
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30 年以上にもわたりຽ芸ӡ動をਪ進している༄（ത士）とと

もに参加することは BMC に最高のセミナーを提ڙすることに

なり、アメリカのಃ芸界にટ෩をרき起こすであろうこと」を

ड़べている。その後リーνがオルιンにૹった 1952 年 3 月 15

日付の手ࢴ（図❾）には、「ຖ日新ฉ社が渡ถにかかるॾඅ用

をॿ成してくれること、ैっておئいした手数料は少なくとも

200 ドルは削減できる」などの実຿的なことを఻えている。リ

ーνは BMC のセミナーでマルグリット・ヴィルデンϋインが

ಃ芸セミナーのϗスト໾を຿めることに対して、൴ঁと上手く

やっていけることをئっていることを示ࠦし、［もしこのこと

を事前に知っていたなら、ヴィルデンϋインがいる］ポンド・

ファーム（Pond F
（25）

arm）を๚໰したかったというҨ״の意を

表している。

　三ॐ士が BMC に๚໰する約 3 カ月前に、実は൴らはヴィル

デンϋインとすでに出ձっている。

　1952 年 7 月 17 日から 27 日にかけて、イギリスೆ੢部のダ

ーティントンでྺ࢙に残る記೦ൾ的イベント、「ࠃ際工芸Ոձ

ٞ（International Conference of Craftsmen in Pottery and 

Textiles）」が開࠵され
（26）

た。このձٞには 17 かࠃ 122 名の工芸

Ոが参加したが、イギリスを代表するಃ芸Ոのバーナード・リ

ーνがձٞの実現に向けてਚ力したのだ。アメリカからはマル

グリット・ヴィルデンϋインが、そして日本からはᖛ田と༄が

ຖ日新ฉ社のจ化使
（27）

અとして本ձٞにটᡈされた。ձٞ 2 日目

の 7 月 18 日にダーティントン・ϗール・トラストの芸術部໳

؅理׭として様々な展覧ձをا画していたϐーター・コックス

　図❼は BMC でのಃ芸セミナー時に撮影されたࣸਅだが、な

ͥ༄とᖛ田、リーνの 3 人がノース・カロライナभのブルーリ

ッジ山຺Ԟにある BMC にෝき、ヴィルデンϋインとともにセ

ミナーに参加することになったのか。WRA を๚れ、BMC の

จ書やࣸਅ等をௐࠪしたことで、このಃ芸セミナーのνラシを

はじめ、౰時の BMC のࢦಋ者だったνャールズ・オルιンと

バーナード・リーνのԟ෮書؆を見つけることができた。൴ら

の手ࢴを手掛かりにௐࠪを進めるうちに、൴ら 3 人のアメリカ

での大まかな活動内༰やヴィルデンϋインとの関係、そしてア

メリカಃ芸界にٴぼした影ڹの一端を知ることができたので、

本稿でその報告をする。

　BMC でのಃ芸セミナーが終わった直後に、リーνはイギリ

スのಃ芸Ոルーシー・リー（Dame Lucie Rie, 1902-1995）に

手ࢴをૹっており、そこで༄・ᖛ田・自身の 3 人をまとめて

「三ॐ
（24）

士」と呼んでいることから、本稿でも༄・ᖛ田・リーν

の 3 名について同時にٴݴする場合は、૯শとして三ॐ士と表

記することにする。

5��2ɹόーφーυɾリーνのॻ؆ͱܳ޻ࡍࠃՈձٞ

　WRA のアーカイヴスに、イギリスのセント・アイヴスにい

たリーνがオルιンにૹった 1951 年 12 月 19 日付の手ࢴ（図

❽）が残されている。重要Օ所をൈਮすると、「来年［1952

年］10 月にリーνがᖛ田と༄とともに渡ถすること」、「すで

にセント・ポール大学とスクリプス大学で 2 ि間のಃ芸セミナ

ーを開ߨすることがܾまっており、それぞれの場所で 1000 ド

ルの手数料がかかること」、「日本最高のಃ芸Ոであるᖛ田と

図❽　バーナード・リーνからνャールズ・オルιン΁の手ࢴ
（1951 年 12 月 19 日付）

図❾　バーナード・リーνからνャールズ・オルιン΁の手ࢴ
（1952 年 3 月 15 日付）
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で展開してい
（30）

る」とٴݴしている。リーνの「タップルーπ発

はアメリカの工芸Ոたちの一部から大きな反発をটき、ヴ「ݴ

ィルデンϋインもその一人であった、BMC でのಃ芸セミナー

後に Craft ┌ori┾ons に「マルグリット・ウィルデンϋインࢽ

からバーナード・リーν΁のެ開書؆」をࡌܝし、「その୯一

のタップルーπは、現代ではもはやଘ在しない。ଘ在しなかっ

た可能性が高い」とड़べ、リーνにվめて反論してい
（31）

る。

　マルグリット・ヴィルデンϋインはバウϋウスの第一期生と

して、1919 年から 1925 年まで在੶し、ドイπで初めて「ಃ芸

マイスター」の資֨が授༩されたঁ性アーティストである。ナ

νスの஄圧によりアメリカに๢໋し、ポンド・ファームにډを

定めಃ芸工๪を始めた。ヴィルデンϋインがバウϋウスの学生

だったことから、ジョセフ・アルバースとアニ・アルバースと

はަྲྀがあったことが想像されるが、ジョセフは 1949 年 5 月

14 日に BMC ओ任教授৬（レクター）をࣙしୀ৬しているの

で、1952 年に開࠵されたセミナーにヴィルデンϋインをϗス

ト໾としたটᡈにアルバース夫࠺は関༩していない。൴らのୀ

৬後に BMC の実質的リーダーとなったࢻ人のνャールズ・オ

ルιンは、アルバース夫࠺が作り上げた工芸カリキュラムの理

೦と実ફ、それはすなわち、前ষでۚ井氏もٴݴしている「マ

テリアルと空間に対する感覚の発展（the development of the 

feeling for material and space）」の継続とڧ化が、アルバース

夫࠺ෆ在の BMC を再び੝り上げるݤであり、ಃ芸がそのਅ਷

だと考えたのだ。൴はリーνとヴィルデンϋイン、そして౰時

のアメリカにおいてಃ芸教育に力を入れていたニューϤークभ

にあるアルフレッド大学のνャールズ・ϋーダー（Charles 

（Peter Cox 1918-2015）は「開࠵に౰たってのѫࡰ」の๯಄で、

「工ۀにおける工芸Ոの立場や、工ۀは工芸Ոから何を学びえ

るか、また工芸Ոは工ۀから何を学びえるか」と「教育におけ

る工芸の位置」、「੢༸จ明のྲྀ入によってਙだしく仕事が失わ

れてきた、まだ工ۀ化されていない஍域における工芸の保ଘと

ਪ進」が本ձٞの重要テーマであると語ってい
（28）

る。BMC のパ

ンフレットにも見られるように、「ۀ࢈化・工ۀ化が進む時代

における工芸の在り方」は౰時の工芸全般が直面した໰୊であ

ったとݴえる。ѫࡰに続いて、リーνが「現代のಃ芸Ո（Con�

temporary Potters）」についてߨじ、ᖛ田が「᫛᫡やֆ付けの

デモンストレーション 1」を実ࢪした。最終日の 2 日目は༄が

「日本人の工芸に対する見方（Views of Japanese Crafts）」の

ԋを行っている。ヴィルデンϋインはアメリカを代表する立ߨ

場で、本ձٞ 4 日目にᖛ田の「᫛᫡やֆ付けのデモンストレー

ション 2」の後に「新しいੈ界におけるಃ芸Ո（A Potter in a 

New World）」という୊目でԋड़している。リーνとヴィルデ

ンϋインのߨԋ原稿に目を通すと両者の思想や制作に対する࢟

੎の相違が؃取される。リーνは工芸の఻౷の重要性を説き、

「アーπ・アンド・クラフトӡ動やそのഎ後のラスキンの思想」

や中ࠃや日本の工芸࢙や作品をҾき合いに出し、さらに近代の

日本から学ぶことがあることをڧௐしている。一方、ヴィルデ

ンϋインは「形態と思考の関係、物と理೦の関係、人間とਆの

関係」から࿩を始めなければならないとし、「過ڈの時代に໭

ることはできない」、「ೋඦ年前の૆先がやっていた方法で同じ

ように手でものを作り出すことはできない」、「手工芸は機械と

ではෆ可能なものをつくり出࢈૪するものではなく、大量生ڝ

さなければならない」といったことをड़べている。ヴィルデン

ϋインの発表時に、リーνにଅされて༄は「ࢲたちの多くがϐ

カιのಃ芸はಃ芸ではないと考えていると思います。それは画

Ոの制作の延長に過͗ません。が、現在のಃ芸Ոの仕事の大部

分は、知的な理೦の延長のように思われます。ですからあなた

のおっしΌることはすべてਅ情にᷓれ、なおかつ݈康的な内༰

ですが、ࢲたちはそのような知的なౕྴであるべきではないと

思います。ࢲたちはそのような理೦から自由でなければなりま

せん。さもなければ、ྑ質なಃثなど作れないのです」と発ݴ

したが、ヴィルデンϋインは「知性と手が一つの౷合体として

協ಇして作用する時のみ、ಃ芸はૉ晴らしいものになる」と反

ളしてい
（29）

る。

　実はヴィルデンϋインの発ݴには෬線があった。本ձٞが開

された前年の࠵ 1950 年にリーνは Craft ┌ori┾ons 、稿しدにࢽ

「『఻౷あるจ化のあるࠃに生まれたこと΁の感謝』を再確認し

た。ࢲは初めてこのจ化が今なお現代の৬人たちにどれほどの

ແ意識の支えを༩えているかを実感した。ʜ（ུ）ʜアメリカ

人にはࠜはたくさんあるが、タップルーπ（ओࠜ）がないとい

うܽ点がある。それΏえ、アメリカのやきものはະফ化の状態

図❿　BMC からマルグリット・ヴィルデンϋイン
にѼてた工芸ߨ座のґཔ書（1952 年 8 月 5
日付）



86　多摩美術大学研究紀要　第 38 号　2023 年

リキュラムを組んでいるという重要なࢦ਑が明記されており、

その上でヴィルデンϋインには 8 ि間にわたる工芸ߨ座を受け

持ってもらうようґཔしている。

　それでは、ヴィルデンϋインのプログラムの合間を๓って開

された三ॐ士のಃ芸セミナーとは実際にどのような内༰だっ࠵

たのだろうか。1952 年 10 月 19 日ຖ日新ฉேץ（図⓫）には

以下のようにࡌܝされている。

ʜ特にノースカロライナभブラックマウンテン大学でೋि

間にわたって開かれたຽ芸ߨ習ձには、全ถ各஍からඦࣣ

े人のಃ工や、ઐ໳Ոが参加して、リーν氏と༄氏のߨԋ、

඿田氏の実ԋが非常にධ判となり、౔஍の新ฉにも大々的

に書き立てられ、ओ࠵者側のブラックマウンテン大学から

今後、ຖ年一度三氏のߨ習ձを開きたいとの要๬があった

ఔだ。

　イギリスの雑ࢽ Ceramic Review の編集者でロイϠル・カレ

ッジ・オブ・アートで٬һ教授を຿め、バーナード・リーνの

఻記 Bernard Leach: Life and Work（『バーナード・リーν　

生֔と作品』）を著したエマニュエル・クーパー（Emmanuel 

Cooper, 1938-2012）は、以下のように記ड़している。

このプログラムには 35 人の೤৺な学生やಃ芸Ոが参加し、

映画、スライド、実ԋ、ٛߨのほか、パーティー、ԕ଍、

社ަ行事で構成され、༄・ᖛ田・リーνの三人は଺在中に

これらの໾ׂを果たした。「表現者、ֵ新者ʜ規֨と形ࣜ

を結びつける人」であるリーνは、延々と࿩し続け、自由

に身ৼり手ৼりをަえ、いくつかのポットを作った。「視

覚的なݴ༿を書く」実ફ者であるᖛ田は、ӳ語がת能であ

るにもかかわらず日本語しか࿩さず、໧々と᫛᫡を回し、

数分でٸਢを組み立てた。「ષ美学のୡ人」である༄は、

「෹教の美の理論やષとਅ―少数の道と多数の道―」

についてٛߨし
（35）

た。

　ຖ日新ฉの記事とは参加者人数がかなり異なるが、参加者名

฽などの記録は残っておらず、詳ࡉはෆ明である。

　さらにイギリスのಃ芸Ոで著ड़Ոでもあるエドムンド・デ・

ワール（Edmund de Waal, 1964-）は、展覧ձ図録 Starting of 

┞ero : Black Mountain College ⓵⓽⓷⓷-⓹⓻ にد稿した論จで以下

のように書いている。

ブラック・マウンテン・カレッジに౸ணしたリーνは、

BMC 側で用意したࡐ料がະ知のものであったため、実ԋ

の準උができていないのでٛߨを行うだけにཹめたいと申

し出たが、プレッシャーにԡされて結局はリーνも実ԋを

Harder, 1899-1
（32）

959）の 3 人に相ஊし、BMC のӡӦ方
（33）

਑をܾ定

した。

5��3ɹ#.$のڭܳ޻ҭͱ 1�52 ೥のಃܳηϛφー

　1949 年にアルフレッド大学をमྃしたばかりのロバート・

ターナー（Robert Turner, 1913-2005）がಃ芸プログラムの教

һとしてண任し、᫛᫡や༼が׬උした 28×40 フィートの広さ

のಃ芸工๪を૑設し
（34）

た。ターナーは BMC のコミュニティにࠜ

ࠩしジャンルを超えた活動を行い、人ؾの高い教һだったが、

1951 年に BMC をୀ৬し、アルフレッド・ステーションに໭

り自身の工๪を開設したのだ。そこでリーν΁のಃ芸セミナー

のґཔとฒ行して、オルιンはヴィルデンϋインにਖ਼教һとし

てෝ任することをもちかけている。BMC のਆ਷はリベラルア

ーπ教育にあるが、それがಃ芸プログラムにも反映されている

ことがӐわれる。オルιンからҾき継いだ BMC の事຿୲౰者

がヴィルデンϋインにѼてた手ࢴ（図❿）に、BMC は工芸教

育を工芸と美術、工芸と社ձ、工芸と自વ科学を結び付けてカ

図⓫　1952 年 10 月 19 日ຖ日新ฉேץ
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5��4ɹおわりに

　BMC でಃ芸が教えられていたのは、1949 年から 1957 年に

ดߍするまでの 8 年ऑという୹い期間だった。しかしνャール

ズ・オルιンがಃ芸を工芸教育の中৺にਾえることをܾ断し、

ロバート・ターナーがಃ芸工๪を作り、8 ि間という୹い期間

ではあったがಃ芸プログラムのߨ師を຿めたマルグリット・ヴ

ィルデンϋインにより BMC の理೦はվめて実ફされ、カレ

ン・カーンズやϐーター・ヴォーコス、そして M. C. リνャ

ー
（38）

ズらに継ঝされていく。

　そのような中、1952 年の༄फӻ、ᖛ田ঙ࢘、バーナード・

リーνの三ॐ士がओ要ήストとしてܴえられたಃ芸セミナーは、

൴らの制作࢟੎や思想が参加した作Ոたちに多大な影ڹを༩え、

ઓ後アメリカのಃ芸ོ੝の起രࡎとなったのである。リーνと

ヴィルデンϋインの Craft ┌ori┾ons 上で「工芸のタップルࢽ

ーπ」をめ͙る応ुも、アメリカにおけるやきものについてख़

考する大きなܖ機となったことは間違いない。BMC でジョ

ン・ケージやマース・カンニグϋムらと出ձい、活動を共にす

るようになったカーンズやヴォーコス、そして M. C. リνャー

ズは、もはやಃ芸や工芸といった美術の࿮組みを超えて活༂し

たアーティストとして成長したことはݴうまでもない。

（໦下ژ子）

6．謝辞

　ংจでもड़べたように、BMC は教һ、学生、大学関係者全

һが学ߍӡӦに参加する直઀ຽओ制を採っていた。そのために

学長（president）৬を設けず、レクター（lector）と呼ばれるओ

任教授を置き、ӡӦは教һと学生の代表によるձٞで行われた。

　ձٞのٞ事録はࡉかく録られており、今でもそれを見ること

ができ
（38）

る。月報や学ߍパンフレット、カリキュラム表などެࣜ

の記録のほか、学外とのやりとりの手ࢴやి報、学事や࠵事の

パンフレット、それらのプロセスで書かれたメモなど、エフΣ

メラの類いも多く残っている。また、カメラがパーιナルにな

ってΏく時代でもあり、ࣸਅの授ۀにも力を入れていたことか

ら、活動記録からポートレイト、日常のスナップにいたるまで、

ࣸਅもたくさん残っている。

たちはそれらを集め、パズルを解くようにしてࢲ　 BMC の芸

術教育の輪郭を描こうと試みた。本稿は現時点でのスケッνに

過͗ないが、BMC というย田ࣷの小さな学ߍのなかでのダイ

ナミックな人のަྲྀとそれによる時代の動きの一端を描くこと

はできたのではないか。

　一次資料探索΁の੯しみない協力だけではなく、շく資料の

ར用ڐ可をくれた WRA、現在に続く BMC の人びとのڌ点と

して今も機能する BMCM、و重なコレクションの閲覧を特別

にڐしてくれたアッシュビル美術ؗ、そのほか、今回のௐࠪに

協力いただいた多くの研究機関や人びとに深く感謝し、この稿

行った。リーνとは対র的に、ᖛ田はಃ芸工๪の外のٰの

ࣼ面から採取した೪౔とᬵༀ（自વᬵ）を作るૉࡐ、雑૲

のܪをଋねてଈ੮のචを作るなど、手持ちのࡐ料で「何と

かなる」とݴった。ᖛ田が׬ᘳな形を作る࿅習としてでは

なく、ಃ制作の出発点としてᖛ田が᫛᫡を使う様子を見た

ಃ芸Ոや学生の観٬は、アメリカのಃ芸がいかにアカデミ

ックなものにؕっているかを見せつけられたようだった。

期଴とܭ画の間のۓ張、᫛᫡の上のಃ౔のԕ৺力、そして

これをࠞཚさせる自発的な動作は、日本のಃ芸の఻౷の核

となし、ম成時にΆっかりと݀が開いたҏլমや信楽༼の

ᆵ、手ৼりで側面が΁こんだඋ前のᆵなどが［スライドレ

クνャーやٛߨで］紹介された。1950 年代にはᖛ田だけ

でなく、ۚ重ಃཅや๺大࿏࿋山人もアメリカを๚れ、᫛᫡

を回しながら࿪みを持たせ、質感をڧௐし、ࠁҹを入れた

൴らのやきものは、日本のやきものの఻౷のܹࢗ的な表現

だっ
（36）

た。

　前ड़の通り、リーνの思想は必ずしもアメリカで全面的に支

持されていたわけではないが、ᖛ田のそれぞれの౔஍に合わせ

たॱ応性やଈڵ力を示した制作࢟੎は大きな感໏を༩えたよう

だ。実際にセミナーに参加した前出のカレン・カーンズやϐー

ター・ヴォーコス（Peter Voulkos, 1924-2002）の作品にもᖛ

田の影ڹが見受けられ、൴らは後にアメリカを代表するಃ芸Ո

に位置づけられている。

　デ・ワールも৮れている通り、1954 年にニューϤーク近代

美術ؗで「Japanese Pottery by Kitaoji Rosanjin」展（1954 年

4 月 29 日～5 月 21 日）が開࠵され、๺大࿏࿋山人（ 1883-1959）

はロックフΣラーஂࡒのটᡈでニューϤークに଺在している。

ۚ重ಃཅ（1896-1967）は 1956 年にシカゴ美術ؗで開࠵された

「日本現代ಃ芸࿡人展（෋本٢ݑ・ੴࠇफຩ・加౻౔師๖・ߥ

川๛蔵・加౻౜۝࿠・ۚ重ಃཅ）」に出品し、1957 年にはԤถ

にߨԋ旅行に出かけている。特චすべきこととして、1952 年

はླ໦大੿（1870-1966）がコロンビア大学で教鞭をࣥり始め

た年であり、これはすなわち༄がアメリカ各஍でຽ芸のみなら
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